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自分の口の中の様子をしっかり把握することで、むし歯予防の意識を高めてもらおうと、
福浦小中学校で歯科保健指導を実施しました。まず、歯科検診の結果をもとに自分のむし
歯の本数、治療した歯の本数を用紙に記入します。次に歯垢の染めだしをして、歯磨きの
際に磨き残した部分や歯肉の状態を観察しました。
生徒たちは学校でお昼休みに歯磨きを済ませていましたが、磨き残しで赤く染まった口

の中にびっくり！ 自分ではきれいに磨けていると思ってもきれいに磨けていなかった
歯ブラシの硬さも考えて選びたい これ以上むし歯を増やさないようにしたい など

の感想がよせられました。

近年がん治療はめざましく進歩し、克服して長く共存できる病気になりました。がんの
治療中には、口の中にも副作用としてさまざまな症状が現れます。
口内炎や歯肉からの出血、歯や粘膜がしみる知覚異常などが起こる場合もあります。む

し歯や歯周病がある方は細菌による感染が起こりやすくなるため、がん治療に入る前に治
療や口腔清掃が必要となります。お口のトラブルの原因となるのは細菌ですので、患者さ
ん自身もお家での歯磨きがとても重要になります。
どのような病気でも共通することですが、健康な口で食べられることは、健康を維持す

るうえでも治療を乗り切るためにも大切ですので、日頃の口腔ケアを見直してみましょう。


